
４ おわりに

これまで、岡山県では、シカは一部の地域にしか生息しておらず、造林地
における獣害対策は一般的な作業ではありませんでしたが、現在は、植林す

るときは獣害対策をしないとシカに食べられてしまうという認識が拡がりつ
つあります。

一方で、獣害対策のために防護資材は設置したものの、その後の管理が十
分でなく、シカによる食害を受けてしまった造林地も多く見られます。

本冊子で紹介した“踏査”は一般的な点検方法ですが、コストや労力の関
係から、あまり実施されていませんでした。今回の調査で、防護資材がシカ
による影響を最も受けやすい初期にしっかり管理することで、気象災害が発

生した場合は早期の対応が必要ですが、その後はあまり労力をかけずに管理
できることが分かりました。

本冊子が、育林施業を実施する上での一助となり、健全な森林の育成に携
わることができれば幸いです。
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本冊子内のデータ収集に当たり、多大な御協力を賜りました。

ありがとうございました。

－ Special Thanks －

岡山県農林水産総合センター

森林研究所 林業研究室

〒709-4335

岡山県勝田郡勝央町植月中1001

Tel  ：0868（38）3151 代表

0868（38）3153 直通

Fax  ：0868（38）3152

Mail ：ringyo@pref.okayama.lg.jp

問い合わせ
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